




祝 辞
兵庫県保健部長 後： 崩§ 武

本日、兵庫県精神保健職親会設立記念式典が盛

大に開催されますことを、心からお祝い申し上げ

ますとともに、会の設立にご尽力された発起人の

方々のこれまでのご苦労に敬意を表します。

また、こころの病を持つ方々への理解者が少な

く、その雇用制度も十分でない現状で深い理解を

持って、温かい支援の手をさしのべていただいて

いる職親の皆様方に、この場をお借りして厚くお

礼申し上げます。

兵庫県では、地域精神保健福祉対策、社会復帰

対策、老人精神保健対策、精神医療対策の 4本の

柱をたて、精神保健福祉対策を総合的に推進して

います。

とりわけ精神障害者の自立と社会参加を促進す

るための社会復帰対策については、県の障害者計

画「すこやかひょうご障害者福祉プラン」に、戦

親制度をはじめとする各種事業の推進を位置付け

て、精力的に取り組んでおります。

精神障害者が、地域の中で生活し、働くことや、

いろいろな生活体験を積み重ね、自信を回復して

いくことが、社会復帰への一歩となります。その

大きな手助けになっているのが職親の皆様方のご

支援であり、この支援の輪は、着実に広がってい

ます。

このような中、兵庫県精神保健眺親会が設立さ

れることは、誠に有意義であり、会の今後の活動

に大いに期待しております。

また、ここにお集まりの関係者の皆様には、本

会へのより一層のご支援をお願いします。

最後になりましたが、兵庫県精神保健眠親会の

今後のご発展と、ここにお集まりいただいた皆様

のご健勝を祈念いたしまして、お祝いの言葉とさ

せていただきます。

辞
神戸市保健福祉局長 矢： 田 立： 良〖

本日、兵庫県精神保健眠親会設立総会が開催さ

れるに当たり、一言ごあいさつを申し上げます。

皆様方におかれましては、日頃から眺親として

精神障害者の疾病再発防止と社会的自立の促進に

務められ、日々ご苦労を重ねられておられること

に対し、心より感謝と敬意を表する次第です。地

域における精神障害者の自立と社会参加が精神保

健福祉の重要なテーマとなっているこの時期に、

皆様方が一致協力して、兵庫県精神保健眠親会を

設立されたことは、まことに喜ばしいかぎりであ

り、今後のご活躍を期待しております。

さて、皆様ご承知のとおり、国レベルでは、平

成7年12月に「障害者プラン」 （ノーマライゼー
ション 7か年戦略）が策定され、障害のある人も
ない人も共に生活する地域社会の実現を目標とす

るノーマライゼーションの理念に基づき、施策の

充実が図られております。神戸市におきましても

昨年4月に精神保健福祉に関する事務が、大都市
特例により兵庫県から移譲されたのを機に、「精

神障害者福祉に関する意向調査」を実施したほか、

市バスや地下鉄などの福祉乗車証の交付や制度的

無年金者に対する特別給付金の支給、小規模共同

作業所への補助の充実など精神障害者の自立と社

会参加に向けた施策を実施しております。さらに、

平成9年 2月には、平成9年度から13年度までの
5か年計画として「障害者保健福祉計画」を策定
し、その中に精神障害者の保健•福祉全般にわた

る施策を盛り込んでおり、現在、この計画の実現

に取り組んでおります。本市の精神障害者保健福

祉施策はまだ緒についたばかりではございますが、

この場をお借りしまして、今後なお一層のご理解・

ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

終わりに、兵庫県精神保健職親会のご発展をお

祈りし、併せて、本日ご臨席の皆様方のご多幸を

祈念いたしまして、簡単ではございますが、お祝

いの言葉といたします。

祝

兵庫県精神保健職親会

副会長 石井建三
（イシイリネ ン株式会社）

私が精神障害を持っている人達と接する機会を得たのは平成2年10月15日近隣の市に、 精神障害者の作業所が、 開

設され、その依託事業がき っかけでした。数ヶ月程して、 通院リハビリテー ション事業（通称通 リハ） の制度を知

り、実行に移り、 作業所から一人、二人、 三人と次第に轍親として、 関わっていきました。彼、彼女達に関わって

いく につれ、その方法、度合をどこでボーダーライ ンを引 くのか、例えば、仕事上の悩み、対人関係、私生活の問

題、病気の問題等、いろいろな面で、 職親として、どのように関わればよいのか、悩むのは、 多くの事業主（職親）

に共通する問題であると思われます。

以上のよ うな観点から、今後は職親会を通していろいろな問題を論議し、戦親間の横の連携を深め、兵庫県立精

神保健福祉センターはじめ、主治医、保健所、行政の方々のアドバイスをうけながら、ご協力を得、一層の質の向

上への一助になればと切望します。

副会長より




